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論文審査の結果の要旨 

 

 

１ 研究目的の評価 

Mirror Neuron System（MNS）は、他者の動作を運動観察した際に、その

動作に対応した自分自身の脳領域が活性化されるシステムであり、MNS

の活性化が観察した動作と関連のある運動表現を再活性化する。本研究で

は提示する映像の再生速度が運動観察中の大脳皮質運動野（M1）の活性

化にどのような影響を与えるかを検討しており、目的は十分に妥当であ

る。 

 

２ 研究手法に関する評価 

神経生理学的疾患の既往のない健常成人に、再生速度の異なる条件で素

早い動作の課題とゆっくりとした動作の課題の運動観察を行い、その際の

運動誘発電位（Motor Evoked Potential, MEP）振幅を安静時と比較・検討を

行っている。また、結果については、種々の統計学的手法で解析されてお

り、研究手法も妥当である。 

 

３ 解析・考察の評価 

上記手法で解析した結果、素早い動作の課題では再生速度を遅くするこ

とで運動観察中の MEP は筋特異的に増大するが、ゆっくりとした動作課

題では運動観察中の MEP は再生速度の影響を受けないことが明らかとな

った。以上の結果より、MNS を活性化させると M1の興奮性変化を見いだ

すことができた。 

 

以上のように本論文はリハビリテーション研究に貢献するところが大

であり、審査委員は全員一致で博士（医学）の学位に値するものと判断し

た。 

 


